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<はじめに>

iI T時代の戦略広報」研究会は、 1 T時代における企業広報の上手な方法と考え方を

研究するとともに、関西でのイベントとの連動を試みることを主旨としました。

イベントとの連動は秒進分歩で進んでいる 1Tの状況をリアルに捉えることができること、

広報最前線の方々との貴重な接点をもてること、あわせて、日本広報学会のPRにも繋がるこ

とにもなるとしづ欲張りな仕掛けを考えて、下記の研究会メンバーが結集したものです。

関西で初めての公開シンポジウムはベンチャ 発祥の地京都で堀場雅夫氏の多大なご協力を

得て実施。続いて、東大阪、神戸と初年度(プレもいれて)は3回のイベントを実施しました。

予想以上の反響のもと、無事イベントは終了し、研究会に入りました。

イベントから抽出された課題である 「戦略広報Jと 「広報にとっての 1T Jに取り組みまし

た。元々、企業には戦略的にコーポレー ト・コ ミュニケーションを統合する動きがあり、 1 T 

がこれを促進したのが実態です。特に、中小企業で、は 1T化といっても、人も金もありません

ので、ネットワークを開拓することに注力されました。商庖街レベノレまで 1T化が進み、ネッ

トワークの拡がりはとどまることがない勢いです。あとは、ツ ノレとしての 1Tを使いこなし、

アナログにデ「ジタノレを上手く組み合わせることが重要であることがわかりました。

この点では、今も試行錯誤が続いていると思われますが、 1 Tはお客の方が動かす初めての

ツ ルかと思われます。携帯電話(i携帯」というようになっていますが)はお客が今の形にさ

せてきたよ うに、アウ トサイドイン型で直接型の広報・コミュニケーションへの取り組みが重

要です。勿論、従来のマスコミを通したコミュニケーションでのアナログ、デ、ジタルとの組み

合わせもポイントではあります。ワーキングノートの形でまとめました。

0研究会メンバー 2001年度 2002年度

主査石橋 陽 (株)日経リサーチ大阪支社長 。 。
内田 幸雄オムロン(株)(前)広報・渉外室部長・法人会員 。 。
栗原宣彦流通科学大学教授 。 。
菅原正博宝塚造形芸術大学大学院教授 。
杉浦康仁神戸芸術工科大学非常勤講師 。 。
西本浩コ 関西大学総合情報学部非常勤講師 。 。
挽地正雄(株)エーシ一代表取締役 。
広瀬久也神戸芸術工科大学教授 。 。
真島 正臣 (株)コンヘマンション・リンケ-γ関西本社開発アロシーェクトチ・ムマネ・〆ャ 。 。
守屋和明 (株)日経アド、エジェシ常務取締役 。 。
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